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はじめに 

こどもエコクラブは、子どもたちの環境保全活動や環境学習を支援することにより、自然を大切に思う心や、環境問題解

決に自ら考え行動する力を育み、地域の環境活動の環を広げることを目的として 1995 年にスタートしました。事業開始か

ら四半世紀を超え、これまでにこどもエコクラブを通じて環境活動に関わった子どもたちは約 280 万人にもなりました。大人に

なったかつての子どもたちが活動を通じて培った力を、地域の環境保全はもとより、地域のまちづくりや教育現場で発揮しはじ

めています。また、「国連持続可能な開発目標(SDGs)」についても子どもたちなりに問題意識をもち、日頃の活動も SDGs

の観点を取り入れた内容が続々と増えており、持続可能な社会づくりの次世代の主役となる子どもたちが着々と育ってきてい

ます。 

毎年 3 月には、特に熱心に活動している全国の子どもたちが一堂に会し、日頃の活動をまとめた壁新聞や絵日記をもと

に発表しあい交流を深めるとともに、こどもエコクラブを応援してくれている企業・団体の環境への取組について楽しく学び、考

える場として「こどもエコクラブ全国フェスティバル」を開催しています。 

2020 年度より新型コロナウイルス感染症拡大の影響を考慮してオンラインにて実施していますが、今年度はオンライン会

議システムを利用して、参加者同士が画面上で直接交流するプログラムを行いました。対面ならではの熱い交流には至らな

いものの、活動発表や質疑応答など子どもたちが直接やり取りして交流を深め、お互いに今後の活動への意欲を高めあいま

した。また、今回はそのプログラムに企業・団体にも参加を呼びかけ、クラブの活発な活動の様子を聞いたり環境への取組を

直接説明いただいたりして、子どもたちと直に触れ合う機会を提供いたしました。 

対面でのイベントは全国各地の子どもたちが顔と顔を合わせて交流できる良さがありますが、遠方のクラブや低年齢のメン

バーの参加のしやすさや企業団体の参加負担軽減というオンラインならではの良さもあります。時流を見据えながら、参加の

皆さんの満足度と実施効果がより高まるよう「こどもエコクラブ全国フェスティバル」を今後もアップデートさせてまいります。 

全国フェスティバル特設サイトは今後もアーカイブとしてウェブサイトで掲載いたします。こどもエコクラブの子どもたちの環境に

対する熱い思い、仲間と協力して行っている活動の楽しさを、より多くの方々に感じていただければ幸いです。 

今後も子どもたちを応援する多くのステークホルダーとともに、持続可能な社会を担う「人づくり」をさらに進めてまいりたいと

存じます。 
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■イベント名：こどもエコクラブ全国フェスティバル2022【オンライン】 

■実施目的：熱心に活動をしている全国各地のこどもエコクラブの子どもたちが集い、環境活動の紹介を通じて 相互の

交流を深めるとともに、これらの情報を広く発信することにより、こどもエコクラブの活動の活性化及び本事

業への理解と参加促進を図ります。 

 

 

 

 

 

■実施内容（1）特設サイトでの活動紹介・交流 

2022 年 3 月 19 日（土）～4 月 9 日（土） 【コメント投稿可能期間】 

 http://www.j-ecoclub.jp/challenge/festival/2022/ 

（2）オンライン活動発表交流会  2022 年 3 月 20 日（日）15:00～17:10 

（3）全国エコ活コンクール 表彰式 2022 年 3 月 20 日（日）13:00～14:30 

■主  催  ：公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局） 

■後  援  ：環境省、文部科学省、厚生労働省、消費者庁、 

公益社団法人こども環境学会、全国小中学校環境教育研究会 

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、ＮＨＫ 

■特別協力：こくみん共済 coop 〈全労済〉 、株式会社タカラトミー 、株式会社ミールケア 

■バーチャルブース出展企業・団体： 

アマノ株式会社、こくみん共済 coop 〈全労済〉、佐川急便株式会社、 

サントリービバレッジソリューション株式会社、宝酒造株式会社、株式会社タカラトミー、 

トヨタ自動車株式会社、日本ＣＣＳ調査株式会社、一般社団法人日本 WPA、 

公益財団法人日本容器包装リサイクル協会、文化シヤッター株式会社、 

HOYA 株式会社 アイケアカンパニー、リトルスタジオインク（イエローピン プロジェクト）、 

エコマーク事務局、All Japan Youth Eco-club、目白大学 人間学部児童教育学科 石田ゼミ、 

早稲田大学学生環境 NPO 環境ロドリゲス ecoSMILE 

■協  力  ：ケニス株式会社、株式会社共立理化学研究所 

■参 加 者  ：オンラインクラブ交流ページ・企業団体バーチャルブース 閲覧者（PV19,170） 

エコ活コンクール壁新聞部門で選出された都道府県代表クラブ、幼児部門受賞クラブ、 

絵日記部門受賞メンバー、全国一斉活動 防災プログラム絵日記受賞メンバー 

地方自治体（こどもエコクラブの地域事務局を担う都道府県・市区町村担当）、 

こどもエコクラブのパートナー企業・団体他 子ども環境活動に関心のある人、 

All Japan Youth Eco-club(こどもエコクラブ OB・OG)等 

 

  

開催概要 

○都道府県代表クラブ：1 年間の活動などをまとめた「壁新聞」をもとに、独創性・発展性・アピール力・地域への密着性等の観点から選ばれたクラブ。

各都道府県から原則 1 クラブ選出。 

○絵日記受賞メンバー：1 年間で印象に残った活動等を描いた絵日記をもとに、選考委員会にて選ばれた優秀賞受賞メンバー 

○全国一斉活動 防災プログラム絵日記受賞メンバー：全国一斉活動「おうちで Bosai×Eco CAMP」での取組を描いた絵日記が優秀賞に選ばれた

メンバー 

 

活動発表や展示の機
会を設け、一年間のが
んばりを称え合う。 

称える  

全国で活動する仲間
(子ども・大人)の交わり
の場を提供する。 

交わる  

様々な体験学習を通
じて新しい発見を得
る。 
 

知る  

「こどもエコクラブ」事業
への理解と参加を広く
呼びかける。 

広める 
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トップページ 

子どもたちが大好きな海の生き物をちりばめ、全国の仲間

や応援する企業・団体が集まったにぎやかな雰囲気が伝わ

るデザインで、都道府県代表クラブと企業・団体によるバー

チャルブースを設置しました。また、壁新聞や動画、写真な

どで日頃の活動や環境への取組をわかりやすく紹介しまし

た。それぞれのブースには活動や取組内容に沿った SDGs

アイコンを表記して、こどもエコクラブに関わるみんなが一丸と

なって SDGs 達成に向けた行動にチャレンジしていることを

感じてもらえるような構成としました。 

また、全国の仲間や子どもたちへのメッセージを掲載して、

こどもエコクラブに関わる皆さんのポジティブな様子を発信し

ました。 

 

クラブやサイト閲覧者がそれぞれのブースを楽しみながら回

れるよう、企業・団体ブースにはクイズラリーを企画したほか、

こどもエコクラブの元気な活動の様子を生き生きとした写真

で伝えエコの環を広げることを目的に行っている『クラブ活動

フォトコンテスト』の 2021 年度 第 1 期～第 3 期の入賞

作品すべてを掲載し、全国フェスティバル閲覧者の投票に

よって年間賞を決めました。 

 

クイズや投票など参加型のコンテンツを盛り込むことで、ウ

ェブサイトを訪れた全国のクラブや一般の方も全国フェスティ

バルに参加したという意識を感じていただけるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）特設サイトでの活動紹介・交流 
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全国クラブブース 

エコ活コンクールで選ばれた都道府県代表クラブの壁新聞、全国の仲間へのメッセージ、活動の様子がわかる動画や写真を

掲載しました。日頃の仲間たちとの関わりなど、クラブの「普段の様子」を紹介するとともに、クラブページを見た方々がクラブへの

コメントや質問を投稿できる掲示板を設置したほか、交流したいクラブへのメッセージを集めてマッチングを行い、全国各地のクラ

ブに交流のきっかけを提供しました。また、クラブの活動内容に対応する SDGs の項目を表示し、自分たちの活動が持続可能

な社会の達成に寄与していることを子どもたちに認識してもらうとともに、閲覧する方々にもアピールしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クラブブース例】 

・宮城県 南三陸少年少女探検隊 ブース 
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【クラブブース 全国の仲間へのメッセージ例】 

・秋田県 ひろおもてエコクラブ                     ・福井県 ガールズプラネット 5（鷹巣小学校 6 年生） 

 

 

 

 

 

・岡山県 わくわくエコクラブ                       ・長崎県 チーム必死に守る 3 人 

 

 

 

 

 

 

【クラブブース コメント例】 

・青森県 HEP21 エコクラブへのコメント                ・埼玉県 竹の子エコクラブへのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・三重県 魚と子ども Kids クラブ                    ・沖縄県 エコホヌへのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◎全国のクラブページに投稿されたコメント総数：228 
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   企業・団体ブース 

こどもエコクラブを応援してくれている企業・団体の環境への取組や技術等について、動画や資料など子どもたちにもわかりや

すいオンラインコンテンツを掲載したバーチャルブースを出展いただきました。併せて元気に活動する子どもたちへメッセージをいた

だきました。また、クラブページ同様、企業・団体のページを見たクラブが自由に質問やメッセージを送れる掲示板を設置して、

企業・団体とクラブとのコミュニケーションの場を設けました。それぞれの取組に関する子どもたちからの質問も多く、新しい発見に

つながったのはもちろん最新の環境技術への興味関心が高いことがわかりました。なお、年齢やネットワーク環境により投稿でき

なかったクラブには、別途郵送でコメントを送ってもらいました。 

司会や運営をサポートしてくれたこどもエコクラブ OB・OG の All Japan Youth Eco-club をはじめ、大学のゼミやサークル

で環境活動をしているユースの皆さんにもブースを出展いただき、現役の子どもたちに自分たちが取り組んでいる活動や環境へ

の思いを発信してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業・団体ブース例】  

宝酒造 ブース 
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【企業・団体ブース コメント例】 

・コンタクトのアイシティへのコメント                    ・佐川急便へのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・サントリービバレッジソリューションへのコメント             ・トヨタ自動車へのコメント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎企業団体ブースページに投稿されたコメント総数：249  
 

 [郵送で届いたコメント例]    
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  エコまるクイズ in 全国フェス（企業・団体ブースクイズラリー） 

企業・団体のブースを見て新たな発見や学びを得て、持

続可能な社会づくりに取り組んでいる社会の動きを実感して

もらうため、ブースを閲覧すると答えがわかるクイズを企業・団

体の皆さまにご提供いただき、クイズラリー「エコまるクイズ in

全国フェス」を実施しました。 

クイズの正解者には全国フェス限定のエコまるスペシャルシールを送付しました。受け身になりがちなオンラインイベントに参加

型コンテンツを盛り込むことで、クラブの全国フェスへの参加意識を生み出すとともに、企業・団体ブースで発見した内容を振り返

る機会としました。 

 

【企業・団体ブース クイズ例】                              

・アマノ                                        ・イエローピンプロジェクト 

 

 

 

 

 

・日本 CCS 調査                                  ・日本容器包装リサイクル協会 

 

 

 

 

 

・文化シヤッター                              ・エコマーク事務局 

  

全国フェス限定 スペシャルシールの一例 
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   クラブ活動フォトコンテスト年間賞の投票 

こどもエコクラブの元気な活動の様子や子どもたちの環境への思いをたくさんの人に知ってもらい、エコの環を広げることを目

的に行っている『クラブ活動フォトコンテスト』の 2021 年度 第 1 期～第 3 期の入賞作品すべてを掲載し、全国フェスティバル

のサイト閲覧者みんなのオンライン投票によって年間賞を決定しました。それぞれの写真に当該活動レポートをリンクして、活動

の内容や活動時の子どもたちの様子を改めて発信し、閲覧者に子どもたちのリアルな活動の様子を知っていただく機会につな

げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■2021 年度こどもエコクラブ賞 

せいわエコクラブ（大阪府大阪市） 

『磯観察』 

■2021 年度ケニス賞 

二ツ池こどもエコクラブ（神奈川県横浜市） 

『2022 年初定例活動（１月）』 
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2021 年度全国エコ活コンクールで応募した壁新聞や絵日記の内容が SDGs のどの項目に対応しているのかをクラブから

発信してもらいました。日頃の活動が「楽しい」「面白かった」だけでなく、SDGs（持続可能な開発目標）のどのターゲットに関

わっているのかを再認識してもらい、自分たちの活動の意義と今後の活動のモチベーションにつなげました。 

 

   壁新聞 
 

都道府県 市区町村 クラブ名 壁新聞タイトル 
チャレンジ 

SDGs 

ウェブ 

ページ 

北海道 奥尻町 青小チャレンジキッズ 奥尻の食 地産地消 
  

青森県 弘前市 ＨＥＰ２１エコクラブ だんぶり池の仲間たち 
 

 

宮城県 南三陸町 南三陸少年少女自然調査隊 ようこそ命めぐる海へ 
 

 

秋田県 秋田市 ひろおもてエコクラブ われらがふるさと広面新聞 
  

茨城県 水戸市 逆川こどもエコクラブ ムササビを知って守ろう！！ 
  

栃木県 真岡市 真岡児童館やさしクラブ 未来へのバトン つなぐのは私たち 
  

群馬県 高崎市 高崎イオンチアーズクラブ 動物・植物について学んだこと 
  

埼玉県 三芳町 竹の子エコクラブ 竹の子エコ新聞 2021 
  

東京都 中央区 中央エコキッズ エコビル探検ツアー 
  

神奈川県 横浜市 二ツ池こどもエコクラブ 二ツ池新聞 
  

新潟県 魚沼市 三ツ星エコクラブ 
魚沼から世界へとび立つ 

～三ツ星エコ新聞～ 

  

福井県 福井市 
ガールズプラネット５ 

（鷹巣小学校 6 年生） 
私たちで救おう地球の未来 

  

静岡県 富士市 富士市岩松中学校 
私たちにもできる 地球を救う 

アップサイクル 

  

愛知県 豊明市 豊明エコキッズ 豊明エコキッズ 2021 
  

三重県 亀山市 魚と子ども Kids クラブ 
鈴鹿川水系の生きものを調査せ

よ！！ 

  

滋賀県 草津市 
NPO 子どもネットワークセンタ

ー天気村 こんぺいとうクラブ 

でっかい地球を守るため うごく・かんじ

る・つながる・かわる・・のは・・今でしょ！ 

  

大阪府 大阪市 せいわエコクラブ 私達は続けます ソラダス 間伐！ 
  

兵庫県 神戸市 玉一アクアリウム 
明石川と共に生きる～神戸市絶滅

危惧種 B ランク ヒラテテナガエビ～ 

  

子どもたちの SDGs アクション！ 
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奈良県 天理市 福住こどもエコクラブ 福住校区の 1 年 
 

 

島根県 出雲市 上津探検隊 ケロケロカエル調査新聞 15 
  

岡山県 津山市 わくわくエコクラブ 
わくわくエコ新聞 

～自然教室振りかえり号～ 

  

香川県 高松市 シオンエコサイエンスクラブ 四国の自然を楽しむ 
  

高知県 香美市 
香美市こどもエコクラブ 

自ぜんとふれあいたい 
地球を守る 10 の方法 

  

福岡県 筑紫野市 エコまめクラブ 楽しいよ「こどもエコクラブ」 
  

長崎県 佐世保市 チーム必死に守る３人 ぼくの街 SDGs 地域のごみ 
  

熊本県 益城町 
広西地球環境クラブ 

(広安西小学校環境委員会) 
やっぱすごか！熊本のわき水 

  

宮崎県 都城市 姫城中学校 姫ボラ ～進化したエコ活動 SDGs～ 
  

鹿児島県 鹿児島市 黒神中学校生徒会 愛しき桜島しんぶん 
  

沖縄県 南城市 エコホヌ ECOHONU 新聞 
  

 

   幼児部門 受賞壁新聞 

 

都道府県 市区町村 クラブ名 壁新聞タイトル 
チャレンジ 

SDGs 

ウェブ 

ページ 

青森県 十和田市 
緑と太陽の保育園グリーン・

キッズ 
みどりとたいようグリーン・キッズ 

  

 

   絵日記 受賞作品 

 

都道府県 市区町村 クラブ名 受賞メンバー 絵日記タイトル 
チャレンジ 

SDGs 

ウェブ 

ページ 

大阪府 大阪市 せいわエコクラブ 玉森 史香さん 水のはじまり 
  

兵庫県 神戸市 玉一アクアリウム 世木友希花さん 足元で生きる命 
  

福岡県 福岡市 ぶらぶらあぶらクラブ 高原 慧悟さん 三光鳥をさがしたよ 
  

鹿児島県 宇検村 
阿室小中学校エコクラ

ブ 
宮原 航太さん 

ついにやったぞ！！ 

世界自然遺産の島 
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こどもエコクラブを応援している企業・団体が行っている環境に優しい様々な取組についても、クラブブース同様 SDGs を切り

口にご紹介しました。社会を支える企業・団体と子どもたちが同じ指標で環境保全に取り組んでいることを示すことで、こどもエコ

クラブに関わる主体が一丸となって SDGs の達成に向かって活動していることを広くアピールしました。 

 

企業・団体ブース名 主な内容 
取組んでいる 

SDGs 

ウェブ 

ページ 

アマノ 
掃除現場で洗剤の代わりに利用すると汚れを落とすだけで

なく、環境にもやさしい『アルカリ電解水』について紹介。 

  

イエロー ピン プロジェクト 
海洋プラスチックごみの現状やプログラミングを使った海ごみ

調査船を動かす体験教室を実施。 

 

 

こくみん共済 coop 〈全労済〉 
「住まいる共済」加入数に応じた環境活動団体への寄付と防

災・減災プログラム「おうちで Bosai×Eco CAMP」の紹介。 

 

 

コンタクトのアイシティ 
使い捨てコンタクトレンズが入っていたケースを回収し、リサイ

クルをする「アイシティ eco プロジェクト」活動を実施。 

 

 

佐川急便 
CO2排出量が少ない天然ガストラックやハイブリッドトラック、

電気自動車など環境にやさしいトラックの使用を推進。 

 

 

サントリービバレッジソリューション 
自販機横のリサイクルボックスの利用促進と使い終わったペ

ットボトルから新しいペットボトルをつくる取組について紹介。 

 

 

宝酒造 
米作り体験や自然観察を行う「田んぼの学校」と、ごみの

減らす大切さを学ぶ「エコの学校」の活動について紹介。 

 

 

タカラトミー 
ペットボトルキャップを使った「キャップ革命ボトルマン」や、自

らの発電で電池不要のおもちゃなどの「エコトイ」を開発。 

 

 

トヨタ自動車 
2050 年カーボンニュートラルに向けた６つのチャレンジを実

践。家庭でできる節水プログラムを提供。 

 

 

日本ＣＣＳ調査 
火力発電所や工場から出た CO2 を排出前に集めて長い

期間安定して地中にとじこめる技術の試験と推進。 

 

 

日本 WPA 
環境に配慮した水なし印刷物にバタフライマークを表示でき

る制度を運営し、印刷に関する環境保護を推進。 

 

 

日本容器包装リサイクル協会 
容器包装ごみのリサイクル方法や、モバイルバッテリーに使わ

れているリチウムイオン電池の分別方法について紹介。 

 

 

文化シヤッター 
建て替え等で不要になった木材と、廃棄プラスチックからで

きた 100％リサイクル建材「テクモク」について説明。 

 

 

エコマーク事務局 
環境配慮型商品（製品・サービス）に表示できるエコマー

クの認定事業を運営、企業や消費者に広めている。 

 

 

All Japan Youth Eco-club 
全国のこどもエコクラブの活動のサポートに加え、ユースメン

バー同士が集まるイベントの企画・実施も行っている。 

 

 

目白大学 石田ゼミ 

「地球を守れエシカルジャー」 

SDGs に貢献するために教育分野からアプローチ、小学生

向けの環境教育・ESD 教材作りや事業の実践も。 

 

 

早稲田大学環境ロドリゲス 

ecoSMILE 

環境×教育をテーマに、オリジナル教材を使用した小学校

での出前授業、環境イベントへの出展を行っている。 

 

 

 

企業・団体の環境への取組 
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初めての試みとして、過去の全国フェスティバルでのメインプログラム「壁新聞セッション」に替わるプログラム「オンライン活動発

表交流会」を実施、希望するクラブをオンライン会議システムでつなぎ、日頃の活動を発表しながら交流しました。 

 

   グループ活動発表交流会／イイね！活動トークリレー 

これまでの「壁新聞セッション」はクラブのみのプログラムでしたが、今回は企業団体にも呼びかけ、総勢 30 のクラブ・企業・団

体が参加。5 グループに分かれて自分たちの活動や環境への取組を発表し合いました。他のクラブの良いところを見つけて発表

し合う「イイね！活動トークリレー」では、自分たちのクラブの良いところ・すごいところを他のクラブに教えてもらって、みんな満面の

笑顔に。画面越しではありましたが、みんなで顔を合わせてのやり取りで親近感やクラブの仲間意識がグッと高まり、大いに刺激

を受けあっていました。企業団体に対しても同様に子どもたちから「すごいと思ったこと・わかったこと」を発表してもらい、子どもたち

のリアルな感想や発見を直接企業団体の方に伝えました。初めて子どもたちの交流の場に参加された企業・団体の皆さんから

は「子どもたちの活発な発表に驚いた」「熱心なやり取りに刺激を受けた」等の声に加え、環境への意識が高い子どもたちに直

接環境への取組を紹介でき、有意義だったという感想をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   気象から見た環境の話 

続いて、気象予報士で環境省顧問の鎌形浩史さんより、異常気象と地球温暖化との関係について講演いただきました。 

ここ数年増加している豪雨や大型台風などの発生メカニズムをはじめ、異常気象と地球温暖化の関わりを子どもたちにも分

かりやすい図や表を使って説明してくださいました。仲間と交流し合ったことで環境活動への意欲が高まっていた子どもたちにとっ

て大変興味深く、みんな真剣に聞き入っていました。また、「もっといろいろな話を聞いてみたい」という感想も届きました。 

 

  

（２）オンライン活動発表交流会 
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こどもエコクラブでは、1 年のクラブの活動をまとめた壁新聞や絵日記を募集する「全国エコ活コンクール」を実施しています。 

日頃のエコ活動をまとめることによって、子どもたちに活動を通して感じたことなどをふりかえる機会や新しい気づきを得るきっか

けとしてもらうほか、子どもたちの創意・工夫にあふれる壁新聞、生き生きとした様子が伝わる絵日記を顕彰して、クラブの今後

の活動意欲の促進にもつなげています。また、それらの作品を全国各地で展示したり、地域の交流会等での活動発表に活用

したりしてもらうことで、地域の方々に子どもたちの活動の様子や地域の環境の課題などを発信しています。 

毎年、本コンクールの壁新聞部門において、活動の独創性、発展性、地域への密着度の高さなどをもとに全国フェスティバル

に参加する都道府県代表クラブを選出、その中でも特に評価された壁新聞・絵日記に対しては特別賞を授与しています。今

回も昨年に引き続きオンラインにて表彰式を実施、All Japan Youth Eco-club のユースの司会のもと、環境大臣賞をはじめ

とする受賞クラブを称える表彰式を行いました。 

また、式の様子を受賞クラブ関係者や自治体、全国のクラブ他たくさんの方にご覧いただけるよう YouTube ライブ配信も行

いました。 

 

   壁新聞 受賞クラブ 
 

賞名 都道府県 市区町村 クラブ名 

環境大臣賞 熊本県 益城町 広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会） 

文部科学大臣賞 北海道 奥尻町 青小チャレンジキッズ 

消費者庁長官賞 静岡県 富士市 富士市立岩松中学校 

日本環境協会賞 栃木県 真岡市 真岡児童館やさしクラブ 

こくみん共済 coop 賞 高知県 香美市 香美市こどもエコクラブ 自ぜんとふれあいたい 

タカラトミー賞 島根県 出雲市 上津探検隊 

[幼児部門]ミールケア・エコまる賞 青森県 十和田市 緑と太陽の保育園グリーン・キッズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※[幼児部門]ミールケア・エコまる賞は別途表彰のため、紹介のみ 

（３）全国エコ活コンクール 表彰 

環境大臣賞 

広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会） 

 

 

文部科学大臣賞 

青小エコキッズ 

消費者庁長官賞 富士市立岩松中学校 

日本環境協会賞 真岡児童館やさしクラブ 

※欠席のため作品のみ紹介 

こくみん共済 coop 賞 

香美市こどもエコクラブ 自ぜんとふれあいたい 

タカラトミー賞 上津探検隊 
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   絵日記 受賞メンバー 

 

賞名 都道府県 市区町村 クラブ名 受賞者名 

優秀賞 福岡県 福岡市 ぶらぶらあぶらクラブ 髙原 慧悟さん 

優秀賞 大阪府 大阪市 せいわエコクラブ 玉森 史香さん 

優秀賞 兵庫県 神戸市 玉一アクアリウム 世木 友希花さん 

優秀賞 鹿児島県 宇検村 阿室小中学校エコクラブ 宮原 航太さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、今年度実施した全国一斉活

動「おうちで Bosai×Eco CAMP」の防

災絵日記優秀賞についても、この場で

表彰を行いました。 

 

 

 [集合写真] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ぶらぶらあぶらクラブ 髙原 慧悟さん せいわエコクラブ 玉森 史香さん 玉一アクアリウム 世木 友希花さ

ん 

阿室小中学校エコクラブ 宮原 航太さん 

低学年の部 高学年の部 
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   環境副大臣からのメッセージ 

今回の表彰式に際し、環境副大臣から「環境大臣賞」受賞クラブと、全国で活動するクラブのみんなにメッセージをいただき

ました。 

こどもエコクラブの皆さん、こんにちは。 

環境副大臣の大岡敏孝です。 

エコクラブの皆さんがコロナに負けず、明るく元気に環境保全活動をしてくれて、嬉しく思います。 

 

この度は、全国エコ活コンクールで「環境大臣賞」を受賞した熊本県益城町の「広西地球環境

クラブ（広安西小学校環境委員会）」の皆さん、おめでとうございます。 

「広西地球環境クラブ」の皆さんは、地域独自の自然の豊かさに気づいた視点が素晴らしいです

ね。また、観察を続けるだけでなく、湧き水の成り立ちや湧き水を取り巻く自然、さらには湧き水を

利用した仕事や暮らしにも思いを馳せるなど、想像力も素晴らしかったです。これからも地域の自

然を大切にしていってもらいたいと思います。 

 

さて、「広西地球環境クラブ」の皆さんが活動している益城町は 2016 年に震度 7 の大きな地

震に見舞われました。亡くなられた方々とその御遺族に対し、深く哀悼の意を表しますとともに、

すべての被災者の方々に心からお見舞いを申し上げます。 

災害は恐ろしい被害をもたらしますが、今、私たちは気候危機に直面しています。人間の活動が

原因で、気候変動が進み、豪雨や台風による災害、猛暑日が増えていくと言われています。気

候危機を避けるために、使わないときは電気のスイッチを切るなどの省エネ行動や買い物に行くと

きにエコバッグを持っていくなど、みんなが一つずつ行動をすることが必要です。こどもエコクラブで活

動する皆さんが、身の回りの環境問題から学び、環境保全の気持ちを大切にして、率先して取

組を進めてくれていることは、とても頼もしいです。 

これからも、皆さんが大人を引っ張っていく気持ちで活動を続けていってもらいたいと思います。皆

さんの一歩が、社会全体の一歩、そして地球の未来の一歩に繋がります。これからの皆さんの活

躍に期待しています。 

最後に、主催の日本環境協会の皆様、日頃より、こどもエコクラブの活動を支援くださっている企

業・団体の皆様、自治体担当者の皆様、学校や児童館など地域の皆様、子どもと一緒に学ん

だ保護者の皆様、関係各位に厚く御礼申し上げます。 

 

環境副大臣 
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   受賞作品一覧 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

壁新聞 

◆環境大臣賞 

広西地球環境クラブ 

（広安西小学校環境委員会） 

（熊本県益城町） 

「やっぱすごか！熊本のわき水」 

◆文部科学大臣賞 

青小チャレンジキッズ 

（北海道奥尻町) 

「奥尻の食 地産地消」 

◆日本環境協会賞 

真岡児童館やさしクラブ 

（栃木県真岡市） 

「未来へのバトン つなぐのは私たち」 

◆こくみん共済 coop 賞 

香美市こどもエコクラブ 自ぜんとふれあいたい 

（高知県香美市） 

「地球を守る 10 の方法」 

◆タカラトミー賞 

上津探検隊 

（島根県出雲市） 

「ケロケロカエル調査新聞 15」 

◆消費者庁長官賞 

富士市立岩松中学校 

（静岡県富士市) 

「私たちにもできる 地球を救う アップサイクル」 
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◆優秀賞 

せいわエコクラブ（大阪府大阪市） 

玉森 史香さん 「水のはじまり」 

◆優秀賞 

玉一アクアリウム（兵庫県神戸市） 

世木 友希花さん 「足元で生きる命」 

◆優秀賞 

阿室小中学校エコクラブ（鹿児島県宇検村） 

宮原 航太さん 「ついにやったぞ!!世界自然遺産の島」 

絵日記 

◆優秀賞 

ぶらぶらあぶらクラブ（福岡県福岡市） 

髙原 慧悟さん  「三光鳥をさがしたよ」 

壁新聞 

◆幼児部門 ミールケア・エコまる賞 

緑と太陽の保育園グリーン・キッズ 

（青森県十和田市） 

「みどりとたいようグリーン・キッズ」 
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多くの方々に全国フェスティバルの周知を図るため、さまざまな手法を用いて広報活動を行いました。 

・こどもエコクラブホームページ、SNS、メーリングリスト等にて、全国の登録クラブ及び地方自治体等へ発信。 

・公益財団法人日本環境協会 プレスリリース 

・環境省、文部科学省、厚生労働省、消費者庁の記者クラブ、地方自治体、環境関連施設、環境団体等へのリリース 

・こどもエコクラブ パートナー企業・団体へのリリース 

・子ども向け環境情報紙「エコチル」※への掲載など   ※「エコチル」：株式会社アドバコム発行 

 

都道府県代表のクラブの紹介等、全国フェスティバルに関連する情報は、メディアや各地方自治体、パートナー企業・団体、環

境関連施設、環境団体、教育委員会等によって、様々な媒体において掲載されました。 

 

[地方自治体]（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広報・普及活動 

沖縄県（2022.2.26） 

高知県（2022.3.20） 大阪府（2022.3.18） 

島根県（2022.3.29） 

鹿児島県（2022.3.24） 

熊本県（2022.3.24） 

広報おくしり（2022.4 月号） 
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[企業・団体、クラブ]（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[メディア]（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本 CCS 調査株式会社 
（2022.3.22） 

一般社団法人日本 WPA 
（2022.3.19） 

逆川こどもエコクラブ（茨城県） 
（2022.3.25） 

こども向け環境情報誌「エコチル」3 月号（2022.3 月） 

北海道新聞（2022.3.25） 

読売新聞（2022.3.26） 
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まんまる新聞（2022.4.1） 

富士ニュース（2022.3.30） 
静岡新聞（2021.3.30） 

島根日日新聞（2022.4.5） 

デーリー東北（2022.5.4） 東奥日報（2022.5.4） 
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こどもエコクラブは、多くの企業・団体の支援により活動しております。 

 

・アース製薬 ・JBRC ・日の丸リムジン 

・朝日テクノ ・清水建設 ・福岡銀行 

・アポクリート ・十八親和銀行 ・福岡中央銀行 

・アマノ ・住商フーズ ・ふくろうのはね 

・イオン九州 ・3R 活動推進フォーラム ・フォレストパックス 

・イオンファンタジー ・積水化学工業 ・ブリヂストン 

・イオン 1%クラブ ・タカラトミー ・プロントコーポレーション 

・出光興産 ・宝ホールディングス ・文化シヤッター 

・SG ホールディングスグループ（佐川急便） ・鉄建建設 ・HOYA アイケアカンパニー 

・塩ビ工業・環境協会 ・東京国際フォーラム ・マツキヨココカラ＆カンパニー 

・教育出版 ・東京建物 ・ミールケア 

・共立理化学研究所 ・トヨタ自動車 ・三井住友海上火災保険 

・キリン ・西日本ビル代行 ・三菱地所設計 

・熊本銀行 ・日本印刷産業連合会 ・三菱地所レジデンス 

・グリーンクロスジャパン グリーンプリンティング認定事務局 ・三菱電機 

・ケニス ・日本 CCS 調査 ・山田養蜂場 

・こくみん共済 coop 〈全労済〉 ・日本 Givers 協会 ・リード 

・嵯峨野 ・日本 WPA ・リソー教育グループ 

・サントリービバレッジソリューション ・日本容器包装リサイクル協会 ・リトルスタジオインク 

・ジーエス・ユアサ バッテリー ・長谷工コーポレーション ・龍角散 

・JTB ・バンダイナムコホールディングス ・ワンステップ 

（五十音順・2022 年 3 月現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもエコクラブ支援企業・団体一覧 
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■ 公益財団法人日本環境協会（こどもエコクラブ全国事務局） 

〒101-0032 東京都千代田区岩本町 1-10-5 TMM ビル 5 階 

TEL 03-5829-6359 FAX 03-5829-6190 

こどもエコクラブウェブサイト http://www.j-ecoclub.jp/ 


